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テーマ 1

フライヤーを活用した継続的学習法 

～変化の時代を切り拓く自立型人材へ～

光野 美香
本日はお忙しいところ御参加いただき、誠にありが

とうございます。
私、株式会社フライヤーの光野と申します。本日は

どうぞよろしくお願いいたします。
まず、自己紹介と簡単な会社紹介をさせていただ

きます。

Slide 1　自己紹介

改めまして、光野と申します。株式会社フライヤー
のセールスディビジョンにて、セールスとして主に金
融機関を担当させていただいております。そのほか
には、要約を使ったウェビナーの運営ですとか、要約
ライターとして、要約や特集記事の執筆も経験させて
いただいております。改めまして、本日はどうぞよろ
しくお願いいたします。
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Slide 1
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Slide 2　会社概要

弊社につきましては、2013年に設立いたしました
東京本社のスタートアップ企業となっております。ビ
ジネス書籍の要約サービスとして事業をスタートさせ
ていただき、2019年からは法人様向けのサービスも
展開してございます。

Slide 3　本日のゴール

本日は、「フライヤーを活用した継続的学習法～変
化の時代を切り拓く自立型人材へ～」と題しまして、
自立型人材の育成の必要性や、それに対する課題を
説明させていただいた後、フライヤーを活用した継続
的な学習方法について御紹介いたします。また、金
融機関の各企業様でのお取組事例も御紹介させてい
ただきます。
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Slide 2

Slide 3
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成長機会が減少しているビジネスマンの現状

まずは、成長機会が減少しているビジネスパーソ
ンの現状について各種データを見ていきたいと思い
ます。

Slide 5　ビジネススキルに関するアンケート調査
（1/3）

こちらは社会人教育を行っていらっしゃるグロービ
ス社が実施いたしましたビジネススキルに関連するア
ンケート調査となっております。ビジネススキルの不
足を感じたことのある方は約 60％に上っており、多く
のビジネスパーソンが御自身のスキルに課題を感じ
ているというところがお分かりいただけます。
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テーマ 2

身近なところから始めるDX（デジタルトランス
フォーメーション）

長谷部 弘章
皆様、こんにちは。ディー・キュービック株式会社

の長谷部と申します。
本日は、金融マーケティング研究会様の 2022年

8月度特別セミナーということで、「身近なところから
始めるDX（デジタルトランスフォーメーション）」とい
うテーマでお話をさせていただきます。最後まで御視
聴いただけますと幸いです。どうぞよろしくお願いい
たします。
それでは、資料を展開させていただきます。

Slide 1　身近なところから始めるDX（デジタル
トランスフォーメーション）

本日ですが、「身近なところから始めるDX（デジタ
ルトランスフォーメーション）」をお話しいたします。
お話の内容といたしましては、まず前半で、デジタ

ルトランスフォーメーション、DXの定義や、海外や
国内の代表事例、そして、なぜ DXを進めなくては
いけないのかといったその理由、DXの進め方、こち
らをお話しできればと思います。そして後半は、弊社
が携わっていますカスタマーサポートにおきまして、
身近なところから始めた DXの取組につきまして御紹
介できればと思っています。
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Slide 2　講師経歴

本題に入る前に、少し私、長谷部の経歴と弊社
ディー・キュービックにつきまして御紹介させていた
だきます。
私ですが、長谷部弘章と申します。現在はディー・

キュービック株式会社のマーケティング部に所属して
おります。
経歴でございますが、2004年、ベルシステム 24

へ入社し、営業部に所属いたしました。家電メーカー、
電子マネーサービス、石油元売などを担当させてい
ただきました。そして 2011年、キューアンドエーへ
転職・入社し、テレワーク事業部に所属いたします。
2013年、ディー・キュービックへ出向し、そのとき
も営業部に所属いたします。そして 2015年、キュー
アンドエーへ帰任いたしまして、事業企画部門に所属
し、新しい事業、サービスの開発を行っておりました。
2020年、AIを活用した電話対応サービスや FAQ

構築サービスをリリースさせていただきまして、その
担当をいたしております。そして 2021年 3月、顧客
対応の自動化を実現するサービスブランド「AIクラー
ク」のリリースも担当させていただきました。そして同
年7月、ディー・キュービックへ再び出向し、現在に至っ
ております。現在は、AI や新しい技術を活用したコ
ンタクトセンターの新しい運用モデルづくりや、弊社
のウェブマーケティングの取組を進めております。

Slide 3　ディー・キュービック株式会社について

続いて、ディー・キュービックについて御紹介した
いのですが、会社の紹介動画がございますので、そ
ちらを御覧いただければと思います。

（動画）

御覧いただき、ありがとうございました。今回の紹
介動画はショートバージョンでしたので、もし御興味
があれば、弊社のホームページやディー・キュービッ
クの YouTubeアカウントにロングバージョンがござい
ますので、ぜひ御覧ください。
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Slide 4　ディー・キュービック株式会社について

改めて弊社につきましてお話しさせていただきます
と、設立は 1979年、今季 44期目を迎えた会社です。
業種といたしましては、テレマーケティングのアウト
ソーサーでございます。取引業界で申し上げますと、
製造業、金融業、通信業、公共――官公庁様や自治
体様ですね。あとは流通業、サービス業など様々です。
取引社数で言うと 200社余りのお取引をさせていた
だいております。従業員規模数は 1,500名。拠点規
模で言いますと、ヘッドクオーターを含めますと全国
に 8拠点ございます。
主な取扱いサービスでございますが、コンタクトセ

ンターの運営、電話対応であったり、チャットの対応
ですね。そして、コンサルティングや業務立ち上げの
支援をさせていただいています。コールセンターの
運営仕様設計であったり、顧客サポートの自動化の
設計、こんなことをやらせていただいています。あと、
DXサービスということで、AI電話自動応答であった
り、AIを使った FAQ の構築サービス、そして、AI

チャットボットなどを提供しております。そして、バッ
クオフィスサービスというものを提供しておりまして、
こちらは各種帳票エントリーの業務であったり、請求
書のバックオフィス業務をさせていただいております。

Slide 5　サービスについて

実施しています主な運用サービスでございますが、
鉄道会社様の時刻、運賃、空席情報のお問合せ業務
だったり、音響機器メーカー様ではセールスチャット
の業務をさせていただいたり、金融業界ですと、銀
行様のマネーロンダリング防止の口座確認業務など
をさせていただいております。また、最近では官公庁
様や自治体様の新型コロナウイルス感染対策に関わ
る申請事務業務をさせていただいたり、また、変わっ
た業務ですと、協同組合様に導入しました音声認識
AIの精度向上をさせていくためのアノテーション業
務、こんなことをさせていただいております。
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Slide 6　今や DXブーム？

さて、ここから本題であります「身近なところから始
めるDX（デジタルトランスフォーメーション）」につい
てお話ししたいと思います。

DX（デジタルトランスフォーメーション）という言
葉、最近よく耳にいたします。数年前にDXと聞きま
したら、デラックスの略と言う方も多かったのではな
いでしょうか。今やビジネスシーンでは、DXはブー
ムと言っても言い過ぎではないかという気がしており
ます。
ビジネス雑誌でもよく目にする言葉になっています
ね。DXが特集記事にもなっています。
そして、ビズリーチの調査で、企業の採用担当によ

るレジュメ検索のトレンド調査があるんですが、DX、
2019年にはトップテンにもランクインしていなかった
のですが、2020年になりますと第 4位にランクイン
しています。そして、2021年には何と第 1位になっ
ています。まさに注目されているワードというふうに
なっているかと思います。

Slide 7　いつからDXが注目されている？

では、この DXという言葉ですが、いつぐらいから
注目されたかというところなんですが、2018年以降
によく聞かれることになったというふうに言われてい
ます。実はこの 2018年、9月に経済産業省のデジタ
ルトランスフォーメーションに向けた研究会より「DX

レポート」が発表されました。このレポートでは、レガ
シーシステムが多数存在し、データの利活用ができ
ていないこと。システム維持の管理費が高騰しまして、
保守の担い手不足などでサイバーセキュリティ事故が
起きやすくなる。このまま放置してしまうと、2025年
から 2030年の間に最大 12兆円の経済損失が出る
ことをレポートしています。これが「2025年の崖」と
言われている問題ですね。国としましても、本格的に
DXを推進しなくてはいけないということで、ここから
DXという言葉がよく聞かれることになったというふう
に言われています。


